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第 ５ 回 庁 議 要 旨 

                                          日 時：平成２４年３月１４日（水） 

                            午後５時３０分 

会 場：庁議室 

 

[審議事項] 

１ 石巻市立病院復興基本計画（中間案）について（市立病院）  

  震災後の石巻医療圏の医療提供体制の再構築のため、石巻市立病院の復興が急務となっているこ

とから、復興する石巻市立病院の病院機能、施設機能を明らかにするため、「石巻市立病院復興基本

計画」を策定するもの。 

(1) 主な内容 

①  基本方針 

市民に愛される病院 市民に信頼され 市民が満足する質の高い医療の提供を基本理念と

し、「患者本位の医療を推進する病院」「医療の向上と安全確保を目指す病院」「地域医療

に貢献する病院」「職員がいきいきと働く病院」「健全経営の病院」に努める 

②  主要な機能と整備方針 

・主要な機能：急性期医療（1.5 次救急）、亜急性期・回復期医療、緩和ケア、在宅医療・

在宅支援の充実を目指す。 

・病床数：一般病床 120 床、緩和ケア 20床、療養病床 40床 計 180 床 

・診療科目：内科、外科、整形外科、放射線診断科、麻酔科、リハビリテーション科 

(2) 今後の予定 

・石巻市議会地域医療対策特別委員会に報告後、パブリックコメントを実施する 

 

２ 石巻市診療所に勤務する医師の住居の用に供する家屋の管理及び活用について 

（健康部健康推進課） 

   雄勝歯科診療所は平成 24年 5月の開所に向けて準備を進めており、歯科医師については 4月から

勤務予定となっているが、雄勝地区には診療所職員宿舎が無いことから、市が民間住宅を借り受け、

提供することにより診療所医師確保の充実強化を図るもの。 

（1）主な内容 

①  診療所公舎の使用については、月額の借上料が 7 万 5 千円を超えた場合、その超える分に

ついて診療所公舎使用料を徴収する 

②  市長が特別な事情があると認めたときは、公舎料を低減し又は無償とすることができる 

③  公舎の使用者は、電気、水道、ガス及び電話の使用料、共益費、その他維持保存上必要な

修繕に要する経費等を負担する 

 

３ 救援物資の配付及び救援物資倉庫の閉鎖について 

（福祉部福祉総務課、総務部防災対策課、産業部産業復興課） 

   東日本大震災発生後、全国から寄せられた救援物資については、自衛隊の協力及び運送会社に委

託しながら避難所及び被災した自宅等で生活している世帯等に配給してきたが、昨年 11 月 10 日を

もって配給を停止した。現在、旧石巻青果花き地方卸売市場跡に保管し、引き続き運送会社及び警

備会社に管理・整理を委託してきた。 

  今回、残存している救援物資を活用し、浸水区域において被災した自宅等で生活している世帯へ

の物資を配付するとともに、被災世帯の居住状況を把握するもの。 

(1） 主な内容 

①  配付対象：津波浸水区域において一部損壊以上の被災を受けた自宅等で生活している世帯 

② 配付方法 
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・石巻市社会福祉協議会及びＮＰＯ等の協力により、被災世帯を個別に訪問し、居住状況

の把握を兼ねて配付する 

③ 配付物：石鹸、消毒液、歯ブラシ、タオル等の日常生活用品等を中心とした物資セット 

④ 旧青果花き地方卸売市場の管理・整理業務委託を終了し、今後は施錠管理を行う 

 

 [報告事項] 

１ 石巻市プロポーザル方式の実施に関するガイドラインの制定について（総務部管財課） 

   平成 23 年 12 月 27 日の石巻市議会議長及び石巻市議会環境教育委員会委員長の連名で、プロポー

ザル方式の実施に関するガイドラインの策定についての提言を受けたことから、プロポーザル方式

による契約の公平性、透明性及び客観性を確保することを目的に、ガイドラインを策定した。 

（1）主な内容 

① 対象業務等 

 ・実績、専門性、技術力、企画力、創造性、地域性等価格以外の要素を含めて総合的に判断

する必要のある業務 

② 参加資格：原則として競争入札参加資格承認簿に登録された者 

③ 石巻市競争入札審査委員会への付議：提案予定金額が 1,000 万円を超えるもの 

④ プロポーザル選定委員会の設置 

ア 目的 選定過程等の公正性、透明性及び客観性を確保するため、業務ごとに設置 

イ 所掌事務 

(ｱ)  実施要領の決定 

(ｲ)  審査方法及び評価基準の設定 

(ｳ)  企画提案書等の審査及び候補者の特定 

ウ 組織 

(ｱ)  委員は 5人以上 

(ｲ)  所管課の職員（担当部長、次長を含む）が過半数とならないこと 

(ｳ)  学識経験者等を委員とする場合は、委員数の半数以上を選任 

(ｴ)  委員に欠員が生じた場合は、補充（企画提案書等の審査開始後を除く） 

(ｵ)  委員会の会議は、全委員の出席を原則（やむを得ない事情がある場合は、5 人以上

かつ委員数の 5分の 4以上の出席があれば可） 

⑤ 情報の公表：決定後、速やかに公表する 

 

２ 他自治体との災害応援協定について 

  大災害時における応急対策及び復旧対策等へのより迅速な対応を目的として、他自治体と災害応

援協定を締結するもの。 

(1) 主な内容 

協定締結の合意が得られた東京都中央区と、「石巻・酒田間サミット」での提案を受け、加盟 4

市町（石巻市・大崎市・新庄市・酒田市）との相互援助協定を締結するもの。 

 

３ 石巻市役所庁舎消防計画の全部改正について（総務部管財課） 

   市役所本庁舎は、今回の震災により被災し、火災や負傷者の発生はなかったものの、全てのライ

フラインが途絶した中で多数の帰宅困難者が発生するなど、混乱の中での対応を余儀なくされた。 

  このような経験を踏まえ、本庁舎における大規模災害時の同時多発的な災害対応を想定した、よ

り組織的で実効性のある防災管理体制を確立するため、石巻市役所庁舎消防計画を全面的に見直し

するもの。 
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（1） 主な内容 

【新たに設けた事項】 

① 火気設備器具を使用する 1 階店舗を所管する店舗防火・防災管理者の設置 

② 防火・防災管理業務の受託者に関する事項 

③ ライフラインの途絶・不全に対する措置 

④ 帰宅困難者対策 

⑤ 二次災害の発生防止の措置 

⑥ 毒性物質の災害対応 

【拡充した事項】 

① 震度 6強の大規模地震発生時を想定した総合的な防火・防災管理 

② 災害に対する予防管理対策の強化 

③ 自衛消防組織を改編し、救出救護やエレベーター停止時の対応など具体的な災害事象の発

生に対し、部隊が取るべき行動や措置の明確化 

④ その他防火・防災管理に必要な事項 

 

４ 石巻市東日本大震災復興交付金基金の設置について（震災復興部復興政策課） 

   東日本大震災復興特別区域法に規定する復興交付金事業等に必要な資金を積み立てるため、基金

を設置するもの。 

（1）主な内容 

① 基金の区分 取崩し型 

② 設置（事業）期間 平成 28 年度まで 

③ 基金事業の考えかた 

・復興地域づくりに必要なハード事業として国があらかじめ示している 5 省 40 事業の「基

幹事業」 

・基幹事業と関連してその効果を増大させるハード・ソフト事業の「効果促進事業」 

  

５ 東日本大震災発生に伴う各種健（検）診及び予防接種自己負担金免除の取り扱いについて 

（健康部健康推進課） 

   東日本大震災により被災した市民の経済的負担軽減を図ることを目的に、各種健（検）診及び予

防接種の自己負担金を、平成 23 年度に限り免除することとしてきたが、平成 24 年度からは平成 22

年度以前と同様、70 歳以上の者及び生活保護・非課税世帯に属する者を免除とすることとした。 

 

６ 仮設入居者を対象としたスクールバス運行について（教育委員会教育総務課） 

   東日本大震災により住居等が被災し、仮設住宅等へ入居したことにより、指定校への通学が遠距

離になる児童生徒の通学支援については、その対象が広範囲に及んでいることや、利便性、安全性、

公平性、スクールバスの確保が困難な理由から、これまで保護者の責任で通学させることとしてい

たが、避難所の閉鎖により通学する児童生徒の把握ができたこと、保護者からの要望が多いことか

ら、平成 24 年 4 月からスクールバスの運行を開始することとした。 

(1)  主な内容 

① 運行コース 

・市内西部地区循環線（大橋～中央～釜・大街道～新橋～石巻農協の右回り、左回りの 2

系統運行） 

・市内東部地区循環線（万石浦小～渡波～鹿妻～湊～中央の折り返し運行）） 

・稲井線（中央 3丁目～稲井小・中、総合運動公園～稲井小・中の 2系統運行） 
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・河北線（河北地区～市内西部右回り、河北地区～市内西部左回り各上下線の 4系統運行） 

・河南線（河南地区～市内西部右回り、河南地区～市内西部左回りの 2系統運行） 

・北上線（北上地区～河北地区上下線 2系統運行） 

※市内西部地区循環線、市内東部循環線、河北線の開北橋経由（上り線）は、中央 3 丁目

から他路線への乗り継ぎが可能） 

② 運行日 

・平日のみ運行 

・夏季、冬季、春季の長期休業期間中は運休 

③ 運行形態 

・登校時：バス 33台を使用し、それぞれ 1便の運行を予定 

・下校時：バス 33台を使用し、それぞれ 3便の運行を予定 

・1 日当たりの延べ運行台数 132 台（予定） 

④ 利用対象者 

東日本大震災により被災し、仮設住宅等から学校への通学が遠距離（概ね小学生は 4km 以

上、中学生は 6km 以上）となる児童生徒 

 

[その他] 

１ 「東日本大震災犠牲者石巻市追悼式」参列者数等について（総務部長） 

  3 月 11 日に行った「東日本大震災犠牲者石巻市追悼式」の参列者数等について総務部長から報告

があり、応援職員に対する御礼があった。 

① 式典会場（河北総合センター） 参列者：2,500 名 献花のみ：500 名 

② 市役所本庁舎         献花者数：1,430 名 

③ 雄勝総合支所仮庁舎      献花者数：250 名 

④ 河南母子健康センター     献花者数：220 名 

⑤ 桃生総合支所         献花者数：70名 

⑥ 北上保健医療センター     献花者数：330 名 

⑦ 鮎川小学校体育館       献花者数：260 名 

 

以上 


